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1 ミャンマー側に限ると 62,000 人というデータが挙がっている。 
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  Tibeto-Burman   
Kamarupan       Baic 
 Himalayish     Karenic  
  Qiangic  Lolo-Burmese-Naxi   
     JNL2    
       
 Jingpho Nungish Luish   
       
 Drung Lama Răwang Anong  








を記述し基礎語彙を提示した Bernard (1934)4がある。 
 
1.3. 資料について 
本稿で用いる一次資料は 2013 年 1 月及び 3 月にミャンマー連邦カチン州の州都ミッチーナ市
に渡航し、そこでの調査により収集したものである。調査に協力してくださったのはミッチーナ在住











                                                   
2 Jingpho-Nungish-Luishの略。 

















M: 任意。 wのみ。 
E: 任意。p, t, ʔ, m, n, ŋのみ。 
V: 必須。すべての母音が現れうる。 




主音節による所謂一音節半語(sesquisyllabic word)が多数見られる6。副次音節は 2 つ連続するこ
とはないし、語頭以外の場所に副次音節が現れることもない。筆者の観察では副次音節として/pə, 



















The term sesquisyllable was introduced in Matisoff 1973 to refer to wards that are “a syllable and a half” in 
length. Sesquisyllable consist of a fully stressed “major syllable” preceded by an unstressed “major syllable” 
that usually has shwa-vocalism. 
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IPAで示している。また/ /で表記していない例はBernard (1934)からの例である。 
 






 Bernard (1934)の音韻解釈によると、無声無気音、無声有気音、有声音の 3 系列が存在すること
になる。 
 
無声無気音：p, t, k, (ʔ)  
有 声 音：b, d, g 




この 2 つの系列は相補的な分布をなす。この事実からラワン語において有気 / 無気の対立が弁
別的であるとは言えず、有声 / 無声の 2系列であると解釈できる。(3-1)に Iに現れる例を挙げる。 
 
(3-1) 
/əpaʔ/[ɐphaʔ] 侮辱 /baʔ/[baʔ] 食糧を入れる袋 
/taʔ/ [thaʔ] 花瓶 /daʔ/[daʔ] 余裕、余地 
/kaʔ/[khaʔ] 相違点 /rəgaʔ/[ rəgaʔ] 地上 
 













 Bernard (1934)には、以下の7つの破擦音及び摩擦音の表記がある。 
 






















 後部歯茎の摩擦音である shは s と同様、対応する有声音を持たないものの、語頭でも破擦性が
                                                   
7 ミッチーナで調査する間、ラワン人、ジンポー人、ビルマ人と接触したがいずれの人も(カチン州からあ
































/hi3/ [ççí] 脚、足 
/əhʉ2me2/ [ɐhʉ̄mē] 会う 
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a. /m/ [m] 有声両唇鼻音 
b. /n/ [n] 有声歯茎鼻音 












 Bernard (1934)では流音に関して、歯茎の音においてふるえ音の rr[r]と接近音の r[ɹ]、そして側
面音の l[l]の 3種類が確認されている。 
 














































表 1: 子音音素 
 
 









      両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門 
閉鎖 
無声 p[p~ph]* t[p~ph]*  k[k~kh]* 
ʔ** 
有声 b d  g 
破擦音 
無声  ts, tɕ    
有声  dz, dʑ   
摩擦音 (ɸ) s[ts~s], ɕ   h[h~ç] 
鼻音 m* n*  ŋ*  
流音  r[r~ɹ]*, l*   
接近音 w***  y  
ラワン語ダル方言の音韻 







 前 中 後 
高 i ʉ u 









 前 中 後 
高 i ʉ u 


















/be2laʔ/ [bēlaʔ] シャツ 
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/ɕaʔ /[ɕaʔ] 息 
 













/yʉpku2/ [yʉpkū~jʉpkɤ̄] 寝床 
/ŋuŋ3/[ŋúŋ] 汗 
 


















表 2: 副次音節の実現例 
 副次音節の実現例 
摩擦音 sə[sɨ], ɕə[ɕɨ] 
両唇音 pə[pʉ], mə[mʉ], 
上記以外 
tə[thə~thɐ], də[tə~dɐ], kə[khə~khɐ], nə[nə~nɐ] 














lai1ka2[làikhā] 書物、文、文字 < Jing. 
boi1[bòi] 祭典 < Bur. 
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表 3: 基本声調 
低調 / 1 / [22] ピッチは低い。 
中調 / 2 / [33] ピッチはやや高い。しかし，高調ほどたかくはない。語
末でやや下降することもある。 
高調 / 3 / [44] ピッチは高い。語末で急激に下降することもある。 







































a. HH:  
/uŋ3di3/ ココナッツ < Bur. 








c. HL:  
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(4-8) 
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(5-1) 
wap(m)-o1e2 (3.SGが 3.SGを)撃つ 
wap-ŋe2 (1.SGが 2.SGを)撃つ 
nat(n)-o1e2 (3.SGが 3.SGを)こする 













    mə-gal1 
    NEG-気にする 





    mə-laʔlaʔ 
    NEG-膨大だ 






    mə-təle2 
    NEG-変わる 
   「変わらない。」 

















    e2-di2-φ 
    2-行く-IMP 





    e2-ka2ru2ɕʉŋ2-φ 
    2-勉強する-IMP 





    e2-təbin3-φ 
    2-遊ぶ-IMP 
   「遊べ。」 
 
④ 動詞語根が副次音節を含み、且つ音節初頭が əの場合 
e2-は na2に変化し、動詞語根の音節初頭の əが脱落する。 
 
(5-8)na2taŋ2 
    e2-ətaŋ2-φ 
    2-帰ってくる-IMP 
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略号一覧 
/ / 音素表記 
[ ] 音声表記 






IMP imperative 命令 
NEG negative 否定 
SG singular  単数 
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The Phonemic System of the Daru dialect of the Rawang Language 
 
ONISHI Hideyuki 




This study is the systematic description of the phonology of the Daru/dəru3/ dialect, 
Rawang/rəwaŋ2/. Daru dialect is distributed in the northern part of Kachin state, which is located in 
northern Myanmar. The aim of this study is to present a comprehensive description of the Daru 
dialect, dealing with the phonology. Chapter 1 introduces the background, literature review of the 
studies of the Daru dialect, and the methods adopted in this study. Chapter 2 summarizes the syllable 
structure. Chapter 3 deals with the phonology inventory. Chapter 4 describes the tonal system. The 
phonological system of the Daru dialect is as follows. 
 
Vowels 7/ i, ʉ, u, e, ə, o, a / 
Consonants 22 / p, t, k, ʔ, b, d, g, ts, tɕ, dz, dʑ, ɸ, s, ɕ, h, m, n, ŋ, r, l, w, y / 
Tone 4 / 22, 33, 44, neutral tone / 
Syllable structure ((C(C))V(C)/T 
 
In Chapter 5, we discuss the morphophonemics of the Daru dialect.   
